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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 10月 16日 (2006.10.16)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 銅 を 含 む 導 電 体 配 線 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 配 線 上 を 覆 う よ う に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 に 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 に 達 す る 第 １ の 孔 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 前 記 第 １ の 孔 か ら 露 出 す る 部 分 を 除 去 す る こ と に よ り 、 前 記 配 線 に
達 す る 第 ２ の 孔 を 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 に 形 成 す る と と も に 、 前 記 第 ２ の 孔 の 壁 面 を 前 記 第 １
の 孔 の 壁 面 よ り も 外 周 側 に 削 る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 孔 露 出 し た 前 記 配 線 表 面 を ス パ ッ タ に よ り 部 分 的 に 除 去
し 、 前 記 第 ２ の 孔 の 前 記 壁 面 全 面 に 前 記 配 線 表 面 か ら 除 去 さ れ た 除 去 物 を 付 着 さ せ る 工 程
と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 孔 内 を 導 電 膜 で 埋 め る 工 程 と を 備 え る 、 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス パ ッ タ は 、 ア ル ゴ ン を 用 い て 行 な わ れ 、 ０ ℃ 以 上 １ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 行 な わ れ
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス パ ッ タ は 、 ０ ℃ 以 上 ５ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２
に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 孔 内 を 洗 浄 す る 工 程 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ス パ ッ タ は 、 ア ル ゴ ン お よ び 水 素 を 用 い て 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 銅 を 含 む 導 電 体 配 線 と 、

で 形 成 さ れ る
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　 前 記 配 線 上 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 お よ び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 に は 前 記 配 線 に 達 す る 接 続 孔 が 形 成 さ れ て お
り 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 に お け る 前 記 接 続 孔 の 口 径 は 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 に お け る 前 記 接 続 孔
の 口 径 よ り も 大 き く な っ て お り 、 さ ら に
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 に お け る 前 記 接 続 孔 の 壁 面 全 面 に 付 着 し た 銅 を 含 む 物 質 を 備 え た 、 半
導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　
　
　
　
　

　

　

　
【 請 求 項 ８ 】
　

【 請 求 項 ９ 】
　

【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　
　
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 以 下 の 工 程 を 備 え て い る 。 銅 を 含 む 導
電 体 配 線 が 形 成 さ れ る 。 配 線 上 を 覆 う よ う に 第 １ の 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ る 。 第
１ の 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ る 。 第 ２ の 絶 縁 膜 に 第 １ の 絶 縁 膜 に 達 す る 第 １ の
孔 が 形 成 さ れ る 。 第 １ の 孔 か ら 露 出 す る 部 分 を 除 去 す る こ と に よ り 、 配 線 に 達 す る 第 ２ の
孔 が 第 １ の 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ る と と も に 、 第 ２ の 孔 の 壁 面 が 第 １ の 孔 の 壁 面 よ り も 外 周 側
に 削 ら れ る 。 第 １ お よ び 第 ２ の 孔 露 出 し た 配 線 表 面 を ス パ ッ タ に よ り 部 分 的 に 除
去 し 、 第 ２ の 孔 の 壁 面 全 面 に 配 線 表 面 か ら 除 去 さ れ た 除 去 物 が 付 着 さ れ る 。 第 １ お よ び 第
２ の 孔 内 が 導 電 膜 で 埋 め ら れ る 。
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銅 を 含 む 導 電 体 で 形 成 さ れ る 配 線 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 配 線 上 を 覆 う よ う に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 に 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 に 達 す る 第 １ の 孔 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 前 記 第 １ の 孔 に よ っ て 露 出 す る 部 分 を 除 去 す る こ と に よ り 、 前 記 配

線 に 達 す る 第 ２ の 孔 を 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 に 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 第 ２ の 孔 が 形 成 さ れ る こ と に よ り 露 出 し た 前 記 配 線 を 洗 浄 処 理 す る こ と に よ り 、 前

記 第 １ の 孔 の 壁 面 よ り も 外 周 部 に 削 ら れ た 凹 部 を 前 記 配 線 に 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 凹 部 に 対 し て ス パ ッ タ に よ り エ ッ チ ン グ 処 理 を 行 な う こ と に よ り 、 露 出 し た 前 記 配

線 表 面 か ら 除 去 さ れ た 除 去 物 を 前 記 第 ２ の 孔 の 壁 面 全 面 に 付 着 さ せ る 工 程 と 、
前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 孔 内 を 導 電 膜 で 埋 め る 工 程 と を 備 え る 、 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 ス パ ッ タ は 、 ア ル ゴ ン を 用 い て 行 な わ れ 、 ０ ℃ 以 上 １ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 行 な わ れ
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 ス パ ッ タ は 、 ０ ℃ 以 上 ５ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８
に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 ス パ ッ タ は 、 ア ル ゴ ン お よ び 水 素 を 用 い て 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７
～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 孔 内 を 導 電 膜 で 埋 め る 工 程 は 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 孔 の 壁 面 に バ リ ア メ タ ル を 成 膜 す る 工 程 と 、
前 記 バ リ ア メ タ ル 上 に 銅 を 含 む 導 電 膜 を 形 成 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請

求 項 ７ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

一 の 局 面 に 従 う
で 形 成 さ れ る

に よ っ て

本 発 明 の 他 の 局 面 に 従 う 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 は 以 下 の 工 程 を 備 え て い る 。 銅 を 含 む 導
電 体 で 形 成 さ れ る 配 線 が 形 成 さ れ る 。 配 線 上 を 覆 う よ う に 第 １ の 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ る 。 第
１ の 絶 縁 膜 上 に 第 ２ の 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ る 。 第 ２ の 絶 縁 膜 に 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 に 達 す る 第
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１ の 孔 が 形 成 さ れ る 。 第 １ の 絶 縁 膜 の 第 １ の 孔 に よ っ て 露 出 す る 部 分 を 除 去 す る こ と に よ
り 、 配 線 に 達 す る 第 ２ の 孔 が 第 １ の 絶 縁 膜 に 形 成 さ れ る 。 第 ２ の 孔 が 形 成 さ れ る こ と に よ
り 露 出 し た 配 線 を 洗 浄 処 理 す る こ と に よ り 、 第 １ の 孔 の 壁 面 よ り も 外 周 部 に 削 ら れ た 凹 部
が 配 線 に 形 成 さ れ る 。 凹 部 に 対 し て ス パ ッ タ に よ り エ ッ チ ン グ 処 理 を 行 な う こ と に よ り 、
露 出 し た 配 線 表 面 か ら 除 去 さ れ た 除 去 物 が 第 ２ の 孔 の 壁 面 全 面 に 付 着 さ れ る 。 第 １ お よ び
第 ２ の 孔 内 が 導 電 膜 で 埋 め ら れ る 。
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